
(5見

が
持
つ
廃
校
の
排
水
工
{
Hア
油
、
持
来
和
六
十
祭
儀
で
の
見
込
高
出
一
…
一
吉
一
億

下
問
排
水
路
、
中
威
雨
水
幹
組
排
ぷ
路
丹
)
と
し
て
い
ま
す
。

ζ
白
山
間
際
に
は

ハ
仮
称
)
、
八
隅
鍔
↑
幹
組
排
水
聞
の
お
や
県
白
補
針
金
、
越
後
、
市
費
な
ど

一
司
一
つ
に
分
割
当
れ
る
乙
と
に
な
D
、
い
が
元
て
£
乙
と
に
な
b
i
ま
す
が
、
む
利

っ
木
の
問
題
も
合
的
て
、
住
減
措
は
口
四
階
に
な
る
む
家
庭
に
も
モ
の
一
部

b-c

滋
え
J
Q
ょ
う
仁
な
ゐ
で
し
ょ
う
。
首
相
願

5rε
に
な
り
ま
す

D

い
わ
ゆ

鞠
時
副
猿
払
凶
塙
輔
副
醐
詩
吋
川
州
炉
る
支
後
者
負
担
金

τす
が
一
、
第
三
期
で

窃
緩
寝
泊
置
摂
お
騨
領
聴
可
は
そ
の
金
額
を
、
一
平
方
針
当
主
一
白

翠

号

事

ノ

九

高

円

五

十

四

銭

と

主

し

だ

♂
駐
車
珂
開
唱
屈
拶
察
官
己
れ
は
、
第
二
期
事
業
の
単
位
負
担

で
は
、
と
が
り
き
め
て
大
き
な
綴
金
に
泊
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
等
覧

峠
待
恋
心
む
た
れ
て
い
る
第
三
期
事
業
の
円
た
も
の
で
す
。

ζ
の
受
付
蹴
者
負
担
金
に

明
容
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
一
一
一
月
市
議
会
に
提
援
し
ま

一
⑧
対
象
と
な
る
広
域
し
て
、
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま

一

色

の

話

題

は

、

六

百

八

十

七

空

白

六

十

五

二

天

主

肘

袋

h

二
右
前
て
、
と
の
う
ち
往
車
禁
容
)
の
土
地
高

Lて
い
る
と
し

~
一
一
一
古
七
十
七
八
一
心
折
、
間
築
地
域
が
ま
す
と
、
そ
の
零
加
者
負
翠
段
、
間

内
ト
札
円
斗
五
・
四
六
知
、
襟
工
業
地
域
が
白
万
九
千
六
百
八
十
)
m
門
と
な
り
ま
す
。

市
白
ハ
ム
決
日
未
遂
翠
落
、
市
街
化
昭
和
五
十
一
一
存
度
で
は
、
警
一
期
挙
で
す
か
ら
、
市
民
の
忍
耐
も
求
め
る
と
士
一
年
度
一
一
で
は
、
流
れ
宇
ょ
く
す
4
9
た
附
聞
と
し
て
鞍
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
T
二
十
八
・
五
一
折
、

T支
地
域
が
J

ハ十

ζ
れ
を
一
一
勾
閣
議
年
間
一
旬
、
計
十
二

議
(
一
平
九
百
五
十
六
訟
の
白
山
ハ
業
分
呈
出
め
て
、
十
六
指
八
千
万
円
ほ
と
ろ
と
な
皇
す
。
で
す
が
、
い
っ
水
め
の
棄
乙
う
臨
の
持
樹
立
川
村
い
ま
し
公
科
下
水
道
に
出
納
入
さ
r

れ
る
乙
の
中
亙
B

九
C
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
間
刊
の
分
問
払
い
)
官
主
い
込
む
し
く
み

ム
ハ
制
引
に
笈
ぷ
一
千
三
百
七
十
七
・
に
ど
の
事
業
費
支
馬
込
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
に
つ
い
て
は
、
一
刻
も
早
く
意
見
に
レ
、
五
十
三
年
度
て
は
流
れ
の
点
ツ
原
都
市
下
水
路
ほ
、
市
道
大
野
間
十
五
区
域
と
し
て
は
、
花
木
、
富
士
見
、
で
す
が

J
F必
ず
ん
払
い
込
む
蝿
合
的

を
二
一
一
一
期
に
禿
げ
て
段
構
伊
ず
7
今
年
度
か
ら
毛
か
与
の
計
時
間
で
実
施
す
て
ず
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
す
ま
せ
ク
に
な
っ
て
い
る
侶
搭
山
野
県
道
と
の
交
号
組
i
百
六
号
緯
1
間
十
七
与
一
静
か
経
由
京
、
八
踊
と
広
範
閉
山
で
、

ζ

れ
を
町
朝
対
決
金
制
度
を
若
干
改
正
し
詳
し
だ

一
意
で
い
ま
す
。

E
C損
害
ほ
く
る
宗
一
一
一
期
事
業
は
、
毒
事
業
差
額
ん
。
モ
毛
、

ζ
の
第
一
一
聖
書
留
重
点
の
餌
長
と
し
て
、
問
排
水
路
て
、
震
喜
神
社
協
か
戸
塁
荒
野
鼠
章
一
民
主
主
、
そ
む
会
議
が
対
象
第
一
一
期
事
業
ま
で
は
、
全
額
裏
一

宮
む
で
、
雪
期
、
第
二
期
事
業
一
首
一
同
一
十
車
九
子
七
百
高
(
五
十
と
も
関
連
を
も
た
せ
る
と
し
て
、
践
に
の
一
北
町
聞
に
バ
イ
パ
ス
排
水
路
を
新
設
し
デ
乙
玉
川
橋
に
笠
岳
フ
ノ

y
で
ず
。
ま
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
東
八
幡
二
年
次
の
揮
}
官
四
払
い
、
私
議
長

す
で
に
百
七
憶
円
(
起
債
a

市
銀
二
掠
度
ベ
ー
ス
で
)
に
友
ぷ
大
事
業
で
部
分
轄
備
を
す
す
め
て
き
て
い
ま
す
。
ま
す
c

ま
た
、
昭
和
国
十
九
年
度
か
る
た
一
方
、
一
部
上
読
の
排
水
択
域
に
ヨ
寸
白
、
百
八
幡
一
…
了
回
、
西
八
幡
四

7
ま
せ
た
場
合
に
の
み
報
将
兵
金
(
…
日
分
自

受
益
者
負
担
金
四
億

7
レ
、
ま
た
、
第
一
期
、
警
雨
期
事
業
例
え
ば
、
吉
九
十
九
か
を
詐
水
エ
η
て
工
事
#
す
す
め
て
き
て
い
る
由
一
院
都
市
い
て
は
、
八
幡
第
一
幹
綿
排
水
路
に
よ
目
、
中
原
一
丁
目
、
網
開
一
了
民
、
間
十
五
〉
宇
面
し
て
い
詳
し
た
e
Fめ
方

を
の
合
計
衝
麓
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
一
一
震
を
ア
に
持
つ
下
車
露
の
い
っ
水
道
下
京
協
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
を
八
会
下
っ
て
相
堺
市
に
放
流
す
る
こ
と
仁
左
同
町
一
五
震
二

E、
空
室
告
続
け
て
採
用
し
ま
す
が
、
苦
り
に

七
が
年
と
い
う
ロ
Y
グ
一
フ
ン
立
ケ
つ
何
事
桑
も
モ
の
一
つ
で
す
。
五
十
}

S

五
水
道
へ
編
入
し
、
今
按
は
雨
水
幹
鶴
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
下
回
説
広
路
部
副
町
、
富
士
見
町
山
、
立
野
町
、
野
鼠
負
担
金
蛇
額
を
各
年
良
に
分
け
芋
レ

τ

町
、
中
一
謀
、
上
平
境
、
椛
ケ
丘
、
平
塚
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
最
初
の
払
い
込
4

平
均
ゑ
宿
、
見
附
同
町
、
錦
町
、
黒
部
丘
時
に
、
そ
め
配
度
の
分
セ
金
額
払
い
込

市
一
阜
、
花
水
台
、
細
川
子
歳
、
虹
ケ
浜
、
ん
だ
4
m
T
A
口
も
、
報
奨
金
(
各
革
度
に
ヨ

ハ
国
道
百
一
一
一
十
四
日
母
線
以
間
を
除
く
い
}
い
て
百
分
の
一
一
一
-
一
且
〉
を
出
7ζ
と
に

と

な

っ

て

い

ま

す

。

し

た

も

白

で

す

。

ま
た
、
そ
の
一
部
が
含
ま
れ
る
地
域
ま
た
、
第
一
期
、
欝
ニ
獄
事
業
》
議

は
、
四
之
盛
、
真
土
、
東
八
幡
一
丁
目
出
っ
て
、
今
回
の
町
円
減
に
は
か
な
わ

J

の
援

問
八
幡
一
一
一
丁
色
、
東
八
幡
西

E、
西
地
が
止
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
ら
一
員

八
幡
一
玄
白
、
百
八
樺
二
丁
目
、
新
耐
地
に
づ
い
て
は
、
「
1
受
義
明
負
担
金

大
原
、
追
分
、
中
堅
一
丁
色
、
由
原
上
条
例
理
わ
に
伴
λ

燥
地
取
扱
要
領
」
在

稿
、
中
関
下
宿
、
都
鍛
ニ
了
呂
、
南
原
定
め
て
、
賦
課
揺
予
の
活
関
が
講
じ
ま

一
一
す
自
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
。
つ
ま
り
、
食
担
金
額
白
二
分
の

}
は
宅
地
の
議
合
と
同
擦
の
設
い
と
な

⑧
緋
跡
怖
は
分
流
式
で

プ
カ
、
問
b
の
一
一
分
自
一
に
つ
い

排
除
一
主
乱
は
、
第
二
期
事
業
同
様
に
て
は
、
第
三
崩
事
業
の
最
終
埠
度
(
昭

分
福
山
式
立
行
う
乙
と
ド
レ
て
お
台
、
埋
和
六
寸
桔
度
)
仁
払
い
込
め
ば
よ
い
と

設
す
司
会
き
よ
施
設
は
、
持
京
音
き
よ
し
た
も
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
荒
問
問
地

が
約
百
五
十
五
J

肘
、
雨
水
管
き
よ
か
の
場
合
ゃ
、
家
を
建
て
る
誌
と
、
農
地

約
九
十
J
Mに
笈
び
ま
す
。
汚
水
処
遥
で
な
く
な
っ
た
と
告
は
、
宅
地
と
向
棋

は
相
模
川
ち
障
処
理
場
へ
流
入
さ
せ
ま
の
扱
い
と
な
の
ま
す
。

ず
か
、

E
A配
の
閥
的
開
支
返
事
で
下
k
↑

J

⑧
四
之
宮
か
ら
謹
騎
手

を
〈
み
あ
げ
る
必
宿
駅
が
あ
hu
ま
す
。

ζ

の
た
め
巴
中
継
ポ
ン
プ
携
を
松
ケ
丘
と
と
の
興
一
一
一
期
事
業
は
、
第
一
期
、
第

摂
チ
鼠
に
設
け
る
ζ
と
ド
レ
ま
し
だ
こ
期
挙
業
と
俊
行
7
u
t
bう
こ
と
に
も

桜
ケ
丘
ポ
ジ
プ
場
白
書
は
、
雨
水
苦
手
。
翠
度
に
雪
五
十
一
ニ
年

と
汚
水
の
向
方
白
中
紙
百
四
に
な
D
ま
す
震
は
、
流
宋
の
沼
之
宮
地
民
十
可
円
晶
手

が
、
撚
芋
涼
ポ
ン
プ
揚
の
議
合
は
、
雨
す
G
一
軒
勘
右
主
が
、
長
い
時
抽
出
を
か
け

著

名

中

継

点

で

す

。

て

の

事

業

手

。

受

益

者

負

担

岳

言

に
つ
バ
て
ぽ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
事

⑧
農
地
に
絃
隷
猶
予

業
執
行
一
郎
!
廃
に
、
地
区
説
閥
会
苦
闘
く

第
一
一
一
期
一
事
事
刊
で
一
は
、
事
業
時
間
白
絵
福
亭
定
で
す
。
お
含
み
お
き
く
犯
さ
h
l
e

静
」
「
一
お
と
十
円
憶
丸
平
七
百
万
問
(
昭

弘、

i喜善童
全霊量雲
閣ー業金字

書Z53
iii i 
2252 
長室喜善

?治
安翼議室
警程護主

道
選
営
謹
議
会
〈
会
長
越
沢
世
翻
♂
同
〉
白
答
田
空
一
得
た
も
の
で
、
そ
の
若
手
が
待
ち
望
ま

れ
て
い
た
地
域

τヲ
。
し
か
も
、
今
自
の
第
一
一
一
期
事
業
が
完
府
レ
ま
す
と
、
田
市
域
の
ほ

ほ
全
域
に
公
共
下
水
滋
が
完
備
す
る
と
と
に
な
D
、
住
環
境
も
一
段
と
す
代
ら
し
い
も
の

に
な
れ
ν
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
と
の
事
業
の
内
容
漂
泊
っ
玄
4
宇
レ
た
。

人間郊4，147人
校 卒害 57，泌4控卒事
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市
政
と
市
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
二
年
間
活
躍
し
で
お
ら
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
;
の
任
期
が
…
一
千
月
一
一
一
十
一
日

で
丹
わ
D
、
新
し
い
市
政
モ
ニ
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
閉
ま
っ
た
。
選
出
さ
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
白
同
円
情
会
h知川ら

捻
せ
ん
さ
れ
た
之
プ
平
ヤ
河
入
と
~
~
)
今
ま
で
の
緒
験
炉
一
旦
か
し
て
、
さ
ら
に
活
践
し
て
い

F
Fぞ
ご
十
六
人
の
み
任

白
方
五
十
人
で
拡
成
さ
れ
て
い
ベ
モ
ニ
タ
ー
の
吾
騒
武
は
、
十
六
日
青
少
年
会
館
で
開
か
れ
る
。

援E毒殺談窓/潟菊地主主干す童文センター管ぐ22)2111 
<>法樟棺談毎月第2第 3金曜日 1ま串~16時C受付 B時半、電

話でも可〉

や そ の 他 の 相 談 毎 月 教 育 相 談 、 交j軍事故相談、内職相談を行

っています.
9県市合同摺談 5月26臼 13時~18時 車窓車問10口主主審前

〈相談は法律相談、交通事故結談、県段、市主主一般相談な

と3

7目 ;Ji!l 公民倉官

1二 沢 i吉沢公民安官

按晶、岡崎!棋島公民館

長差問、金問!豊田公民館

金吾 i金自公民館

神 田 i神田公E宅捜宮

大野東部 1-大野公民館

丸野西部 j中議公民議官

松原、崇議 i松原公民館

主気受け付けは報謹欄鑑識賢建か晶、

市民総談窓/市役務管(23)1111 

一世絵揮穏談・ 6月13臼て火輔自〉 φ13待-16詩 人数に南減がある

人措法樟相談・ 6sl5白〈月曙日〉ぺ車時-16時
行政苦情相談・ 6sl5日〈月曙毘3 ・13時-16時
差圭書記相談・草月 9E (金緩日3 ・13時-16時
宅地建物相談・ 5月23日む尺蝿思3 ・13時-161蒋人数に制限がある

住 宅相談.5月16臼 E火綴目) '13時-16時
鼎 E司考然〈特許〉相談伺 5月 5日 (sl思毘〉・ 10時-15時
下請殺害総隠あっせん.5月18尽 ζ木曜毘) '13時30分-16時

消費生活相談'在記温水陽自 .1臨時-1器時

青少草木自輯・平田、習時-16時・常設と青少年課〉

φ交通事融椅談毎週月曜旬令 10時-1&時場所お車安全協会内

、争寄生習摺談 e震電話で予約33-2121 数湾器移骸昨招談窓

る

今
回
が
回
市
常
住
宅
6
あ
き
軍
事
担
問
市
営
住
宅
に
つ
い
て
の
み
、
今
回
か
ら
白
切
り
替
克
な
の
で
、
有
効
期
限
は
来

は
、
毎
月
十
日
に
煩
っ
て
申
し
払
申
を
実
施
に
ふ
ゑ
き
っ
た
も
の
。
年
三
万
三
十
一
日
ま
で
。

受
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
品
戸
晶
説
者
希
望
書
れ
る
方
は
、
前
も
中
田
淵
住
宅
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
お

対
象
と
な
る
市
営
住
宅
は
、
平
家
造
っ
て
希
望
す
る
市
鴬
住
宅
に
申
し
込
ん
り
一
定
白
期
簡
を
決
め
て
募
撞
ん
す
る
由
碕

て
(
木
造
ま
た
は
プ
ロ
ッ
ク
造
D
〉
と
で
お
く
と
、
あ
き
家
が
住
じ
た
介
吾
に
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
l

J

二

一

躍

濯

で

〈

テ

ラ

ザ

〈

型

〉

住

宅

。

た

だ

そ

の

盛

地

に

議

望

ず

る

応

募

者

自

な

か

盛

5
月
法
判
仏
関
M

こ

釈

し
、
中
間
団
住
宅
は
除
い
て
い
る
。
か

b
入
居
者
が
決
定
べ
C

れ
る
よ
言
明
A

n

v

L

f

t

品

い
ま
ま
で
白
あ
垂
蒙
薄
紫
は
、
あ
る
戸
数
よ
白
応
車
場
が
多
い
場
合
は
拍
せ
な
お
、
五
月
は
す
で
に
受
目
付
け
日
曜

程
度
の
戸
数
が
た
正
ら
な
い
毒
警
ん
よ
な
る
が
、
落
選
し
て
も
日
吉
田
地
白
十
日
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
今
月
に
発

し
な
か
っ
た
が
、
と
れ
芳
は
せ
っ
か
く
を
苦
回
一
に
希
望
す
る
人
に
は
、
何
白
季
限
っ
て
五
月
一
寸
主
一
白
(
月
〉
に
申
し
詰

霊
長
が
出
て
も
、
す
ぐ
入
居
で
き
な
観
き
を
し
な
く
玉
、
次
聞
の
雪
家
込
み
の
受
け
付
け
を
す
る
。
滋
在
品
る
;

か
っ
た
た
め
、
あ
き
家
が
与
〈
地
較
的
が
車
問
主
す
る
ま
で
資
格
肘
引
き
つ
が
れ
あ
き
愛
は
下
賓
の
と
お

D@

家
賃
の
安
い
一
階
建
て
と
こ
館
建
で
の
る
ζ
と
に
な
る
。
た
狩
レ
、
年
度
む
と
申
申
し
込
瓦
資
格



と
白
表
現
む
墓
古
伊
予
J
一
凡
な
い
わ
け
に
間
婦
は
「
活
力
」
が
あ
る
か
ど

5

は

行

き

ま

サ

ャ

ん

。

か

と

い

ヨ

ζ一
と
で
す
。
一
ニ
十
最
年
前

私
は
、
市
長
就
任
い
ら
い
H

腐
る
の
戦
災
干
、
市
街
地
の
大
半
を
焼
失

ぞ
豊
か
で
活
力
白
あ
る
街
μ
づ
く
し
な
が
ら
、
み
と
と
に
復
興
し
、
県

立
町
一
め
豆
し
て
や
っ
て
き
ま
し

phe
時
白
中
心
部
市
砂
桑
夫
王
げ
る
こ
と

静
か
で
あ
る
と
か
、
眠
っ
て
い
る
と
に
成
羽
し
た
の
は
、
市
民
に
鷺
く
べ

は
じ
め
て
一
正
塚
市
hV訪
れ
た
人
は
白
結
晶
が
、
こ
す
己
記
委
し
て
か
い
う
量
は
必
ず

L
も
警
の
言
喜
力
が
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
れ
J

ま

ど
ん
な
第
一
印
象
企
庁
持
つ
で
し
ょ

D
訪
れ
る
人
む
盛
事
に
強
く
腕
き
つ
け
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
に
「
活
力
せ
ん
。

ζ
の
活
力
は
、
朝
が
ら
乎
へ

か
。
訪
れ
た
季
節
や
天
候
、
曜
日
あ
ら
れ
る
の
だ
戸
忌
い
ま
す
。
ま
ん
さ
が
な
い
」
と
い
た
ジ
域
味
を
こ
め
て
い
子
か
ら
孫
へ
と
続
々
と
う
け
つ
が
れ

る
い
は
目
的
な
E
に
よ
っ
て
、
か
な
ら
一
お
世
辞
で
も
な
さ
そ
う
な
ζ
z
p
u
る
と
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
そ
の
後

haa間
f
j

同

た

話

宇

鴎

く

と

、

市

長

と

し

て

も

侭

ょ

う

か

。

の

合

併

に

よ

っ

て

、

農

村

部

か

ゑ

新

i--ZJ
以

i

d

l

h

i

i

E

P

i

t

-

-
し
い
活
力
が
入
夕
、
ま
た
「
ま
よ

守
一
議
離
脱
創
作
い
一
十
一
品
開
柴
山
闘
い
し
い
い
長
詩
れ
竹
下
向
日

バ
W醇
狩
り
際
織
喰
可
ノ
'
!
と
な
く
一
興
が
高
く
な
る
よ
5
な
長
に
私
自
身
は
、
平
境
市
は
「
開
明
る
い
す
。

;

j

I

J

な
り
ま
す
。
街
」
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
。
亙
奈
川
」
静
か
だ
と
か
、
眠
っ
て
い
る
と
か

D
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
ζ
と
は
い

2
ま
も
っ
と
も
、
別
な
い
い
庁
を
す
包
か
ど
r
っ
か
と
い
う
点
に
な
勺
と
い
る
い
う
印
象
音
寺
え
る
白
は
、
表
面
を

で
も
あ
の
ま
せ
ん
g

人
も
あ
白
ま
す
。
「
静
か
な
ま
ち
だ
」
い
ろ
議
論
は
あ
ゐ
と
思
い
ま
す
が
、
み
て
白
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
平
揮

し
が
比
一
J

道
路
が
実
に
よ
く
惑
と
か
、
「
限
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
少
〈
と
も
平
均
以
上
に
下
講
じ
て
い
る
市
は
死
火
山
で
は
な
ξ
、
噴
火
寸
前

帯
さ
れ
て
い
る
」
、
「
市
庁
舎
が
立
か
、
あ
る
い
は
「
変
化
が
な
い
」
と
は
ず
で
す
。
市
民
の
納
税
誕
が
実
質
の
休
火
山
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開
だ
」
、
「
ま
ち
全
体
が
き
れ
い
だ
か
い
っ
た
も
の
で
す
。
訪
問
者
の
幣
臼
本
一
と
い
ヨ
こ
と
は
、
豊
か
ん
さ
の
内
に
燃
文
る
活
力
を
貯
え
て
い
る
都

し
、
親
切
な
市
民
が
多
い
」
と
い
と
し
て
、
訪
問
先
の
市
の
ζ
と
房
一
あ
〕
つ
む
あ
ら
わ
れ
て
あ
D
、
市
長
の
市
、
そ
れ
が
い
ま
の
中
草
市
芯
と
い

っ
た
印
象
は
た
い
て
い
の
人
が
持
2

か
ら
さ
ま
に
r

批
判
す
る
の
は
さ
け
自
治
意
識
や
平
均
棋
を
震

yる
山
が
強
勺
て
よ
い
と
患
い
ま
す
。

ょ

う

で

す

。

呂

田

が

礼

犠

官

7
.
そ
の
た
め
に
こ
い
と
い
う
ζ
と
を
皮
脱
し
た
も
の
だ

長
い
年
月
に
わ
た
f
Q

市
民
の
実
力
戸
レ
た
震
源
に
な
る
の
で
し
ょ
民
訴
と
思
い
ま
す
。

務災ミエエ窓科その3

消火器材どとにある古為、使い方も常沼

むろからおぼえておきましょうa

火事は火iJl出てから 2~3 分筒< ，うい

の綴に遺書切な消火をすれば、大慈雲』こいた

らないともいわれています。 ζ のことを

街む消火に立ち向か:'>A努気を燃やしてく

若草路諦軸磐線 23'-IHl向轍事務

持金iま…'.おとな 1人年額 3誠司

e こども〈中学生以下) 1∞内

e老人、身障者矯薄者 筑均月

期問iま・，....毎年5月1日から翌年の 4月30臼

まで。(達中加入の方は、申し込んだ沼の翌年

自 4月初日まで有効〉

惑し込みは......掛金者そえて申し込めば、

代獲人でもすぐに加入できます。受け付げは

市役所、市内各農協、銀行で受け付げる@

疫滋安全課 程霊童話2喜一ι号問鰭鍔4
m胸郵-甲幽轡田部暢興時瞬静智宇噌ゆ匂弔砲ヂ四宇ザ



まで

広
場
市
で
は
混
在
老
人
民
臨
時
費
(
探

険
滋
月
四
自
己
負
担
分
〉
年
料
化
の
制

度
在
、
六
十
八
歳
以
上
田
方
を
対
象
に

興
組
し
て
い
る
。

ζ

白
者
γ
ハ
一
医
療
賀
誠
料
化
の
制
援
の

適
用
を
受
け
る
に
は
、
犠
麗
保
険
に
加

入
し
て
い
て
老
人
隠
滅
按
受
給
長
引
証
む

。 と き 認 〈怒〉事

<>ところ 東検事工芸事獲

く〉霊童名 たせむしの4子議ミ
料金大人、小人とも 100F弓

智 (21) 0 2 1 

議でも自由に利用できる。韓関はパス

ケ y ト、ノ弐レ}、ノ気ドミY トン、卓球。

バドミジトシ、卓珠のごラケ:Yt-"シャトノh

y詰」ノLは各自持参する。

く)丹波日〈月〉午後1 時~8時

く〉容丹波認〈月) " 

。客月2号翻(J!) タ

※なお、海軍詰ぐって上?まきコと運動のす

浸る限装で参加?るむと

〉
4子高官喜苦寺~

⑧午前 I涛に花火で予舎の合図

⑧小雨決行、雨天の場合は草月 4
⑧後掃するところ

①自宅付近の道路

②広場主主豊富等子棋の遊び場

⑤その拙公共の場所

"l"綾子骨量毒化i護霊会災後本部

。機種と募集人員
・雲霊気技栴島仁男子コー… 1人
舎一賠執務員〈男子)..…… 20人
・一樹執務員く女子〉・."，・ 30人
X一般執務員のうち、男子は監視員として、

官子は出改札詩、貴重品管翠呉または立保

管として従事:ずる。

く〉応募資格

① 53年 4月 1日現在で18歳以上のフヲ

。篭気技拘員は、需気の知識がある方

③男子執持員は、水惜ので吉る方

<>護用期間



四
月
十
六
缶
、
愛
宕
山
公
開
(
ヰ

沢
)
に
持
な
戸
口
ぬ
太
鼓
白
替
が
容
者

h
にたれ
ν、
愛
宕
神
社
へ
の
議
は
人
と

阜
の
拘
で
大
に
ぎ
わ
い
。
や
や
遅
咲

き
の
端
関
白
棋
の
木
の
下
で
は
、
車

座
に
な
っ
丈
持
持
の
手
制
等
L
舌

つ
づ
み
を
う
つ
入
、
輸
に
な
っ
て
の

田
中
露
お
ど
刀
、
野
識
あ
る
バ
1
ベ
キ

デ
ー
に
励
む
孟
周
年
間
国
間
と
、
に
の
臼

ぽ
か
灼
J

は
愛
宕
山
は
A

L
廓
ん
の
山
に

も
負
け
じ
む
に
ぎ
わ
い
ぶ
b
で
し

た。
と
の
太
零
ま
つ
わ
は
、
ム
L

沢
M
地
区

自
治
会
運
合
会
の
好
ス
り
で
、
地
域

的
連
帯
感
主
新
山
間
住
民
の
貌
培
L
2

な
が
れ
ば
レ
ピ
昨
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ

た
お
祭
D
で
、
総
持
者
は
声
を
そ
ろ一

ヌ
で
、
「
郷
木
古
来
の
伝
統
を
守
っ

て
、
ふ
る
里
の
心
と
し
ず
克
つ
め
た

い
」
と
力
か
ス
れ
て
い
ま
す
。
祭
h
u

は
、
午
前
十
一
時
か
ら
ゐ
i

捜
三
時
ま

で
、
一
A
設
の
競
演
や
、
地
売
婦
人
会

の
民
謡
、
問
問
舗
な
善
い
も
若
宮
志

容
の
一
日
を
思
い
切
り
は
し
ゃ
ぎ
ま

わ
っ
て
の
期
間
し
い
}
日
で
し
た
e



削川…i附g“川附削l“附川…f仔川e付l

E支王 中対真一周郎3貴

悶三ララスの階段 醸対節子 Z
草瀧吾鍔由晶るE原i(l!f上 窪田糟署

海白睦巻 モ苫吉村笥招百 Z
言詐下欺邸 を佐鉱主乞;木木謹三豊

聖若い女や吉しい女 畑 山 博 重 マ

勲章授を 楠田芳子量主主

購三の由 夏樹静子富む

懇の旅路 様渡英祐喜(d:

-rY"ブ自主主に鈴をづけるノj峠元宮

由融自子 佐z;.端子量

33時間 伴野朗盟

素晴らしいアメ旦カ野球 ロス高

J、 !J ケーンデズモン~ .バグ旦イ署

モンマノレトの隠と風 黒岩重苔量

1IllllIJlI!lノンフィクション 1!III!!I!l1I ~ 

かながわの文学時 かもめ文庫望

Eアレジホフ ドージノミ-;1' 1 
設相講談豆 竹村健一事

以タ」その世界 永六輔富

島出ゆきさんの歌 Ll崎駅子争

種蒔くひとびと A呼主近江言

もう一つの戦投史 江瞳津署

新・臼;本イy"プ物語主口崎玲於京富

アメ!Jカの女たち 中野英子事

ヨテラ金 鈴木康隆崎署

イラストから¢発想 真鍋博員

一週の手紙 扇谷工E造也君

Eアラ!Jひょうたんよ中 高田保革

邪馬萱t認の陰謀 高対ゆ彰光署

'!!11Il川"刊行家庭@生活幻1IlII!IllllltIH

jわらべうた 相馬大喜

一つ¢鍋でできる軒理 主括滋子切

突しき花乙とほ 中村民夫

油関裕

M塁を晃'l5会「太陽窯点の綴察j
.とき 6f'l4 B 11時3D分-12時まで、

・申し込み 5..FJ25日までに往復はが告で博

物館へ。多数白湯告は主主せんで30人。

大幾然観察会
e と き 6月11臼午前9時平塚駅集合

・コ…ス釈一吉沢鷹取山

省内容自然の中のいろいろなにおいや手

ざわDを体験する。

・申し込み 6月 4日までに往復はがきで博

物館へ。多数百場合は指せんで30人@

ワを作ろう
ゾ!)])を伴ってみよう。

かつて身近なはきものであったゾク旦を作

品。なわをなうことから始めτ、}迫作'0

あげ、はいてき長いてみる。

-と き 6月18日1ぼ時-15時まで。

@申し込み 6JllO日までに往復はがきで帯

駒館へ。 20人まで。

大「綴楼)11の主主と漁jを!:!l綴
博耳多法官では、昭和52年度に相模111流域で古

〈から営なまれてきた漁主書留倍、舟選、冊、

〉て吉たil'、ζ 白ほど謂査

「相模JIIの識と指一本宮模111
流域漁撹習搭調査報告書~J が出版された.

ζ の報告曹は、方自揖IIIO源流から下流まで

四間四七地墳について漁法 e漁貝 C釣幻、絡

さお、ヤナ、突制、鵜飼備など〉、魚の交易

]11識の食べ方などにわたって調べたも由。

• B 5事1J224l'l: 1，8∞丹市内自書底で販売

*出綴物をおわけします
自然観盤会と体膨持留のテキストをまとめ

女特集「繍祉を考えるJ
一ー一一老人と年金一一一一一一一一一一

図書館では、現在時らが高まっている福枝

問題について白特集をするa 前回白障欝l，.s1}喜

持に引き続き、今屈は老人問題と年金に関陣

由ある図書を中心に r揺祉を考える老人と年

金』として次白期間撰ぶずる。

・期間 5月16日ぴ()~6 月14日け0

愛本の歴史、種

めに、豆本蒐襲

喜美半沢正時E毛のむ協力によ '0， 豆本展示会設

揮し金援には趨主主京、実用の豆本、かなが

わ豆本その地多数者展示っす品。

・時間5月19白 C金〉ぞ-5月初日 ζ火〉

・企場周

会秩E覇会
審 6J1l18B

会こども狭E霊会
• 5月288(8) 10時と14時

「おとし穴J カラー 15分
「掠い風船j カラー 40分

@畠月25臼仁田) 1自時と14時
f海底二JJ盟J カラー 40分

公レコード@コンサート

• 5月27臼 f土) 14時
「ア!JスVlJほか〈ポピュラ-)

*16ミJH決写機技衛官講習会
図書館視聴覚ライブラ刀}では、次の要領

で16ミリ波写機技術講習金を関く。一人でも吾

〈の方々に16"'a誤写機の撰作を覚えていただ

昔、 16"11暁闘を利用してもらおうと行うもの

で、信了後認定薮が交付される。

傘箆 時 5月21日 C水)-22自仁木コ

9時-16時30分 (2臼間〉

e場所図書館3借金書笹葺

e費用テキスト千世間円

。対象市内在住、夜勤、夜学の;君

。募集仏員 40.人
。申し込み 6J'l!日仁木〉から極書室官視聴

覚ライブ])-へ〈電話でも可〉

女主主翻案内誌の緩奪
開Il<l醤館協会よ虫、神奈'11線郷土皆料集成

事 9輯として、武穏案内誌が昌吉孝子されました

とれには大磯品、鍵語大!lJ、小白原按問書i3t.r:

E県内各地域金紹介した多駐日内記12編が集録さ

禽 §れてお恥手鏡績は2，5∞F司。 日与



-? 23臼花京公民館

-? 25日金自公民館

6月 1臼誠島公民館

ク 6臼中原公民館

ρ 8百 九肢と民館

" 9日市役所B会議室
?- 138 構内国地集会場

グ 158 陪窃信号多々 F設宮

-~、r、保健所だよ世~-、
φ平塚保健所〈電話32-0130)

母子健康手濃く本冊と周i持〉と筆

記用具の持参在。

麹場所平境保健所

重量時習 11時-14時まで

(3語、月児検診3
6月 2日 53年 2月 1日-10日主主
ク 9日 53年 2 月 11臼 ~20 自主主

1-' 16日 53年 2J'l21日-28白星

[3歳児検診3
6月 1日 50年 4 芹 1 日 ~10日生

ク 15臼 5c年 4J'l11臼-20日昌三

t 22日 50年 4月21臼-30日当三

5月13司 中原公民館金詔公民館

14日 平底市吾討01院 ※ 岡 崎 公

民 館

15臼 神 出 公 民 館 ※ 城 島 公 民

安宮

16日 花泣く公民館八幡公民主官
[2四回1
6月 5臼旭位民館

民中央農協土沢支所

グ 7臼 二詰善寺公民館 出輩出公民

委宮

" 8日大野公民館構内田政実

会 場

'" 9日 須 賀 公 民 館 ※ 松 原 公 民

館出金田公民館

-? 208 中原公民館金回公民館

-? 21日平器市民病院試岡崎公

免責宮

t 22白 神田公j使館※誠島公民

貧富

-? 23日 花木公am自八構公民主官

ゃん
官住所河内207 鶴見コジタ]J-

ト楠本社にお勤めのオ貯高澄夫さん

(27歳〉と律子さん (25歳〉の長男

10か月で身長72冊、拡重9・51旬。
52年 7J'l17日生まれ。

ノ七てとJ二人でハイハイしたD、吉

か刀:ちしたPよく遊ぶ。テレピのい

たずらカた大好きで、先日箆毘却汀のお

じいちゃんの家に遊びに行きガTャ

ガチャ。急に音が出なくなったので

故障かと思ったら、隆ちゃんのいた

毎月実施しています。

軍事対象。[第 1期J-3回受ける。

昌三後2裁から 4最までの幼沼c

互主宰唾間隔は 2@]3回とも 3通商

から 83~:tむ
Z第 2期]-1 受ける。

第 1期の 3回目カてわってから 1
年から 1年半までの期間に受ける

〈生後4壊ま百に第2腐を完了ず

るζ と7うま宝{ましい。)

喜麗時間・ 13時30分""""15時までe ただ

し民印の会場は14時~15陣

5J'l23日岱醤公民館旭公民館

〉く中史嬰協土段克明

タ 24日大野公民館横内白地集

会場出豊田公民書官

タ 25日 須賀込民情※松原公民

貧富民金田公民館

す
べ
て
の
妊
嬬
一
⑧
保
健
所
コ

i
ス

ご
主
人
中
一
マ
日
程

6
白
川
?
臼
日
比
日
、

n日、

特
一
お
日
午
後
1
時
ぬ
分
か
ら
4
時
ま
で
。

一
マ
会
場
開
問
健
所
点
講
堂

一
マ
申
し
込
忍
第
一
日
目
に
F
担
金
義

へ
お
で
か
け
い
官
。

hv 
見
グ

f鴎 1歳までの赤ちゃんを対象。栄

聾、生活iW幕、体重量拠隠等の宵児こ

墨書するいろいろな胃反軍をお母古んと

一緒に考える。時間は 9時部分~1O
時3C分母子健康手帳を持夢。

ょう

5月21B (沼〉問-15時

雨天のと宮は5J'l28日に延期

ところ写生会議文化センター潟辺

機器喜軍事療 簿物館言語議

市内にお住まいのノト#主主以下の児童E

①水彩人クレヨジ、クレパスに理主る⑮

〈絵の呉、冨富夜〉は自分で用

重量

意

最近、火災の原闘で自立つのがふ

ろのさEだき。浴そうに水を入 れる

宮古に、せんや排水口の黒践の付着

物をよく清掃し、完全にせんを強

めるようにLょう。また、点、火し

たらひんぱんに安全を確認し 、外

部、長君主諮等によ号、火ヨ己主ピ長く離

れるこ
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喝
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〉
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小
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6
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事
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6
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火
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京
市
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学
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7
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8
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〉
花
水
小
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7
6月
9
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会
叫
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富
士
見
小
学
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マ
9
月
沼
田
(
月
〉
翠
曹
小
学
校

図
受
け
吋
け
は
五
時
三
十
分
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

善
意
輯
行
で
は
、
衣
類
更
正
ボ
ヨ

シ
テ
ィ
ア
伊
勢
集
し
て
い
る
。

チ
ャ

P
Fイ
パ
ザ
1
に
垣
間
せ
r
回れ

た
長
類
の
中
守
口
、
古
い
衣
類
#
品
利

用
し
て
老
人
ホ
ー
ム
に
、
ま
た
一
人

警
puの
む
考
人
に
一
一
岳
ん
で
い
た
だ

け
る
物
を
作
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げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア。マ
鰐
月
第
一
、
第
三
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曜
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午
前
九

官
人
目
方
々
に
パ
沢
本
ゆ
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ゐ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
あ
な
た
私
忠
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
期
日

5
角
幻
目
、
ぬ
呂
、

6
月

6
白
白
一
一
一
日
間

マ
埼
市
平
塚
福
祉
会
館
訴
時
室

vm詳
レ
い
ζ
と
は
、
電
話
お
i
と一一一

三
一
一
一
前
招
偶
員
へ
。

電
気
は
大
変
崩
栽
な
も
由
。
し
か

し
、
悪
い
器
具
や
設
嬬
を
そ
白
ま
ま

使
用
す
る
と
、
感
穏
や
火
災
な
F
6

恐
し
い
事
故
白
原
因
と
も
な
る
。

と
の
た
め
、
東
京
篭
h
で
は
鴎
午

}
…
出
「
屋
内
配
綿
白
安
全
調
査
」
在

自
動
車
運
監
免
詳
註
の
更
薪
に
必

要
な
「
更
新
時
特
開
講
再
会
C
F次

の
日
程
壱
聞
く
。
対
象
は
、
六
月
か

ら
八
月
三
十
一
日
ま
乏
に
免
許
註
む

曹
薪
が
必
要
な
万
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最
寄
h
u
む
A
出場

へ
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で
か
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を
。

マ
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山
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マ
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月
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〈
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V
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一
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受
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安
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編
品
目
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は
、
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遜
事
政

相
読
を
一
郎
設
し
て
い
る
。
事
故
等
で
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q
て
H
た
問
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四
月
以
降
成
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間
浅

治
人
関
東
電
気
保
安
一
盟
系
宵
摘
す

る
ζ
と
に
な
っ
た
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と
白
為
責
は
、
従
来
ど
台
り
無
料

で
あ
白
、
電
信
に
関
す
る
相
談
も
受

け
る
。
ま
た
、
揺
奇
員
は
次
の
マ
ー

ク
由
化
つ
け
た
服
装
を
し
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お
D
、
身

分
註
間
関
惑
を
持
っ
て
お
何
い
す
る
の

で
、
む
協
力
を
@

車藍華!こなりつつある葬儀だが山山
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お
、
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審
な
点
が
あ
っ
な
「
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氏
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絡
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e

・
東
京
唱
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お
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五
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瀞
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社
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フ
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期
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教
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三
千
二
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二
十

五
円
、
大
久
保
義
孝
一
一
一
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、
抽
出

南
ミ
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サ
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馬
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翠
位
十
方
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、

静
良
明
治
一
一
一
千
円
、
馬
鳥
八
郎

一
一
千
円
、
市
役
所
道
路
捕
時
謀
一
一
一

千
五
音
ニ
十
七
月
、
鴬
)
千
五
百

四
十
向
、
信
T

工
見
生
哲
学
校
一
間

}
万
円
、
山
口
平
八
二
千
円
、
匿

名
}
万
問
、
平
塚
口
l
占
Y
1
0

ラ
グ
一
二
十
三
万
忌
平
内

マ
慰
ま
れ
な
い
方
(
兇
〉
へ
・
真
開

嘉
人
七
手
五
盲
二
十
一
円
、
抄
安

寺
珠
鼻
部
八
千
円
、
小
林
曲
川
平

一
万
五
子
向
、
中
村
小
潟
掛
医
続

宝
千
八
事
九
十
五
円
、
花
京
地
区
自

県警ら見勿保護 !ZY点ーでは、捨て犬による野犬

の増加と犬によるを防ぐため、奇月も次田

上j訟で不問犬の巡frjJ収容を行')0

当日犬を出される方は、 「日7かんj

持 J f注射滋表Jと笈犬苧帳を持夢。

へお出かげを。なお、収容車の停留持庖は5分

間なので

今月の1奴奴容悶 5J汚守η24臼〈氷〉
10' 00 吉沢公民館 10' 15 加公民館

10' 30 櫛殿会館 10' 40 富士見公民館

10 ・55 花水公民館 11‘05 築関公良現官

11・15 松原弘民館 11 '25 県合同庁昔前

11 '40 1日四之宮公民鯨13'45 神田公民館

14' 00 真ゴ卦1号館 14' 10 京中原公民館

14' 20 良国公民タg 14・30 担島公民館

14' 50 金印公民館 15' 05 岡崎公民館

15' 20 金回公民主官

神奈川県内の摘み回(点の部分〉

一~一-10ーん一角
私たちの蕃らしの中には

普から伝わ白、続けられて

いる行事やしきたDなどが

た〈さんあfつまず。 ζ うい

うも白に自を向け生活の緩

史在考えてみましょ ')0

や
だ
」
と
泣
き
叫
ぶ
そ
う
で
す
。

初
め
て
品
目
っ
た
す
れ
ち
ゃ
ん
は
、

や
は
り
上
官
使
い
に
ζ
時
忌
吉
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て
い
ま
し
た
が
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問
い
か
け
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し
で
は
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は
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幻
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え
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が
で
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ま
し
た
。
四
回
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続
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た
が
、
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で
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母
さ
ん
は
「
い
〈
ら
お
姉
さ
ん
だ

と
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っ
て
も
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だ
小
さ
い
ん
だ
。

N
ち
ゃ
ん
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齢
の
時
に
、

品
説
に
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と

N
ち
ゃ
ん
は
四
歳
の
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由
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@
を
や
っ
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げ
立
か
っ
た
。
」
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D
暗
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子
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い
う
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に
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づ
吾
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た
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妹
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か
要
求
が
あ
っ
が
眠
っ
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か
る
、

N
ち
ゃ
ん
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て
も
ζ

主
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町
読
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法
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よ
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た
b
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し
か
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い
て
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D
い
る
」
と
、
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談
に
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し
ド
レ
か
b
ず、

N
ち
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来
ら
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し
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に
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み
へ
静
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や
に
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め
る
よ
う
に
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崩
ず
る
よ
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心
が
け

N
ち
ゃ
ん
は
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一
歳
十
)
か
月
で
た
ヂ
ラ
で
す
。

保
育
闘
に
入

E
Eた
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初
め
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そ
れ
か
ら
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N
ち
ゃ
ん
は
、
み

と
ろ
に
U
い
た
ほ
か
は
う
a

-

?
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4
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る
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く

一
号
ん
喜
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母
吉
件
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一
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併

な

り

ま

議

選
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ん
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迎
え
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説
記
コ
〆
轟
ぴ
の
押
間
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品
で

で
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っ
た
予
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い
る
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一
一
一
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吉
、
警
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、
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ど

い
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喬
一
し
な
が
ら
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一
一
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罰
ん
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へ
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か
け
る
よ
っ

て
き
た
モ
う
で
す
。
そ
渉
~
ィ
パ

μ
に
な
主
し
だ

ん
な
?
の
ち
ゃ
ん
が
、
だ
ヲ
イ
コ
ー
ニ
イ
ザ
今
て
は
、
阜
自
ζ
淳一え

ん
元
ん
無
口
に
な
り
下
屑
を
か
み
に
い
く
と
宮
廷
遊
べ
る
自
に
」

し
め
上
訂
使
い
に
、
み
ん
な
が
と
京
阪
そ
5
ゼ
ナ
。
も
ち
ろ
ん
、

滋
ん
で
い
る
の
を
一
見
で
い
る
よ
5
夜
中
に
う
一
な
さ
れ
る
己
と
も
な
ぐ

に
な
P
ま
し
み
J
、
家
に
帰
っ
て
も
な
り

i

す
し
什
」
る
と
の
よ
ろ
L
、
周

舛
へ
遊
び
信
行
か
ず
、
無
気
力
に
路
白
大
人
た
ち
の
一
ち
ょ
っ
と
下
五

テ
レ
ピ
伊
点
で
い
ま
す
。
何
か
点
、
心
配
D
は
子
供
の
心
を
の
び
の
び

わ
れ
る
と
す
ぐ
に
抗
告
、
し
か
っ
と
さ
せ
ゐ
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

た
円
の
夜
定
ど
は
「
い
や
だ
。
い

えと婿み罰

^十八使がすぎ、 sfoZの'lt直己も 奇及されたL在掲載t，'-~ですが、 ζれ険

なくなると農家は 1年で最もf亡G 摘み回(Yミタ〉といって古〈か"'

U活寺期を迎えますa 今では輯業技 i 伝統的に行われていた方法を改良

術の改良や主主話作物の変イιで以前 i して普及されたものです。日本胞

の比ではあDませんが、 4Jl下部 i 稲作が伝わってきた時、これら唱

に白白耕起、話代洋bをし、 5月 i どちらの方法であったカ斗主宰〈四

初めに稲の種ま吉、苗代田管理と ; 議論の的となっていま1が、神奈

続昔、 5月になると麦の収穫や脱 i JI線内では明治末、または大疋時

穀、そして国植えとなbます i代まで、上図のような地域で檎品

とうした回殴風主主は古〈かb毎 i 回カ将子えつれていましたa 相槙111を

年毎年く Dかえされ、私たちの握 i揖』こして、西の地域では悶植え脅

史もとれをもとにして展開して吉 j し、東白地裁ではおもに摘み自が

たわけですが、との中でも米作T j 行われているζ とがわかEつます@

は最も重要なものとしてあげな< ! 摘み聞というのは額籾を縮か加

てはなりません。米の出来・不出 i 堆L胞と混ぜ、 ζ れをキ爵などに入れ

来はそのまま人々や家々の幸福ロ i て持ち、抗日に点播していく方法

つながったからです。 iです。三本指で種籾をつまみ、格

さて、今回は米押白白方法をと i が株になるようにま〈方桂で、県

Dあげます。米作bの方弘は伊Jえ i 内では男の仕事とされ、摘み尽力為

ば悶治時代と今とを比較してみる i b閏植えに米伊To方法が変った

と大きくかわっていまナが、古< !後も男が田植えをするζ とになっ

から行なわれている方法には二道 i ています。早援は田植え地帯です

bあ白ます。一つは苗代で苗をr戸 i が、早乙女〈サオトメコ白伝京出

D、本田へ移植する方法、つま!i ~ なく、男が田植えをしています@

田植えを行5方法で、もうー亡渇ま i 平塚の米作Tの歴史は二週Dの穏

苗代音押らず、稲の種籾を直接本 i作法主比較しながら考えていく必

自にまいてい〈方法でH 韓意t主 i
戦後、栴何の省ナ7イ作権;停の申明書 i 

回

<>巡厨日程・ 5 月23 臼 f火3 午剖lC時~12時横浜

dム仁揖〉中旗第三工場/5Jl23臼仁火〉午後1時
-3時横浜エイロタイツブ〈揖)/5月28日〈日〉午

前10時~12時護大溜軸/5丹羽田 (8) 午前10
時~12時路公民館、午後1時15分~3時勝原ンJ、

バス停前と徳延ゴム在宅治1語前旭地区自治会

<>く>0協力品世がとうございまたややく〉

拙評化学同盟ノてイロット支部 104本、極洋平

塚工場 108;z紅、平塚なでし乙ライオYズクラブ41
耳、東海大学樟育会439車、日醗車体仁詩)125 
車、金沼地区自治会118本

献血者には、鑓康理む

役立てつ肝臓やコレステ

ロ日んなど 5種類の血

液揖濯す」ピスを行っ

ている。

3家持い合わせ 沼捧平壊市地Ill:事務局TE L3E-2333 
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